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【 子どもたちが教えてくれたこと。 】  

 
 
以前、京王線に乗っているときに、経験したことを書きたいと思います。 
新宿からの仕事帰り、車内は満員ほどではなかったのですが、混雑していました。その車両

におそらく聴覚障害をもった 4，5 人の子どもたちが車内ではしゃぎ始めました。どんどん

エスカレートしていきました。周りの大人たちは注意もせず、怪訝そうに知らないふりをし

ていました。さすがにこれは注意しなければならないと思い、子どもの肩に合図をして、そ

の子供が振り向いたとき、鬼の形相の私の顏がありました。私が自分の唇に指をあて、「シ

ー」とゼスチャーをしました。それを見た子どもたちは、私が怒っていることに気付いたよ

うで、おとなしくなりました。 
 次の駅かは忘れましたが、子どもたちが駅に降り、ドアが閉まりました。ドアの外を見る

と、その子どもたちが笑顔で私に向かって、手を振っている姿がありました。怒った手前手

を振り返すわけにも行かず、どんな表情をしていいかもわからず、電車は走り出しました。 
 なぜ、子どもたちは怒った大人に手を振ったんだろうと考えました。当てつけで手を振っ

たのであればそれはそれですごいのですが、あの笑顔はそんな感じではなかったように感じ

たのです。 
 きっと、子どもたちは自分たちの存在を鬼の形相をした大人が認めてくれたとおもったの

ではないかと考えたのです。同じ社会に生きている、同じ社会のルールの中で生活している。

特別ではなく普通に生きていると。 
 
 子どもたちが教えてくれたことは、私たちが認知症になった方や要介護高齢者に対する尊

厳に深くかかわっています。同じ社会に生き、同じ感情を持つ、決して特別扱いをせず、で

きない事を支援していく。互いの尊厳を大切にする。決して一方通行ではない、上も下もな

く、人と人としての関わりの中で生きていくことが大事だという事を。 
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